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一

五
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五一
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二
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二
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五
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一

四
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一

一

四
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略
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よ
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論

著

年

表

田五
日

九五

歳 歳

(
一

二
歳)

(
一

三
歳)

(

八
歳)

(
一

九
歳)

沢

凪

男

編

博

士

略

年

譜

盛
岡
市
四
ツ
家
町
に
生
ま
る

。

父
・

久
米
之
助 、

母
・

ヤ
ス

の

長
男
(
姉
一

人 、

弟
六
人 、

妹
三
人)

。

二

つ

歳

上

の

姉
ヨ

ネ
、

後

年

京

助

に

代
っ

て

郷

里

に

父

母

を

守

る
。

京

助

「

わ

が

ア

イ

ヌ

語

の

蔭

の

力

な

り
」

ん
」
。仁

王

尋

常

小

学

校

に

入

学
。

盛

岡

高

等

小

学

校

に

進

む
。

ζ

の

乙

ろ
、

本

家

の

伯

父

金

田
一

勝

定

の

文

庫

倉

に

親

し

み

「

三

国

志
」

「

伯

夷

叔

斉

伝
」

な

ど

を

次
々

に

読

破

す

る

(

乙

の

文

庫

念
、

現

在

も

仁

王

小

学

校

庭

か

ら

眺

め

ら

れ

る
)

。

一

年
生
と
し
て
入
学
し
て
き
た
石
川
啄
木
に
初
め
て
会
う 。

高

等

小

学

校

四

年

終

了
、

盛

岡

中

学
へ

入

学
。

同

級

に

野

村

胡

堂
・

及

川

古

志

郎

ら
。

一

級

上

の

原

抱

琴
・

小

笠

原

鹿

園

ら

の

影

響

を

受

け

て

文

芸

に

耽

り
、

上

級

の

こ

ろ

は

問

中

学

で

唯
一

人

の

新

詩

社

社

友

と

し

て
「

花

明
」

の

号

で

「

明

星
」

に

投

稿

す

る

な

ど

し

て

い

た
。

盛

岡

中

学

校

卒

業
。

第
二
高
等
学
校
(
仙
台)

第
一

部
(
文
甲
二

へ

入

学
L

志

望

は

国

文

学

科
。

卒

業

の

乙

ろ

は

μ

文

学

青

年



金 田一博士略年譜および主要論著年表

明
治
三
七
・

同同

三
九
・

同

四 四
0 0  

同同同

四
0
・

一
二

四
一
・

四 九

J\ 

七--'­
/'\ 七

(
二
二
歳)

(
二

四
歳)

(
二
五
歳)

に
な
り
か
け
て
い
たH
乙
と
を
自
己
反
省
し
て
い
る 。

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
へ
入
学 。
こ
の
年 、
学
年
制
を
廃
し
て
単
位
制
と
な
り 、
自
由
選
択
で
聴
講
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め 、
多
く
の
講
義
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
聞
く
う
ち
上
田
万
年・
新
村
出
の
言
語・
国
語
の

「
科
学」
に
深
く
動
か
さ
れ 、
つ
い
に
は
「
言
語
学
科」
を
選
ぶ
乙
と
と
な
る 。
ほ
か
に
夏
目
激
石・
芳
賀
矢

一
・

藤
岡
作
太
郎
ら
の
議
鐙
に
列
す
る 。
一
級
上
に
橋
本
進
吉・
小
倉
進
平・
伊
波
普
猷
ら
あ
り 。

方
言
研
究
の
目
的
で
北
信
か
ら
南
信
を
縦
断 、

塩
尻
峠・
鳥
居
峠
な
ど
を 、
わ
ら
じ
ば
き
で
越
え
る 。

乙
の
年 、
ジ
ョ
ン
・

パ
チ
エ
ラ
!

の
『
ア
イ
ヌ
・

英・
和
辞
典』
(
教
文
館)
が
出
た
が 、
内
容
雑
然
と
し
て
理

解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
多
く 、
M

日
本
人
が
や
っ
た
ら
も
っ
と
よ
く
解
釈
で
き
るH
と
考
え 、
が

直
接
ア
イ
ヌ
に
会

っ
て
調
べ
て
み
よ
うd
と
恩
う 。
早
速 、
高
等
小
学
校
の
師
で
ア
イ
ヌ
語
研
究
の
経
験
を
も
っ
大
坊
直
治
に
教

え
を
乞
い 、
現
地
調
査
の
乙
と
な
ど
指
示
を・つ
け
る 。

暑
中
休
暇
に
帰
省 、

伯
父
勝
定
に
ア
イ
ヌ
語
調
査
の
話
を
す
る
や
す
ぐ
に
賛
成
し
て
く
れ 、

旅
費
七

十
円
を
だ
し
て
は
げ
ま
さ
れ
る 。

準
備
を
整
え
て
北
海
道
に
渡
る 。

室
蘭
に
上
陸
し
て
西
の
方 、

有
酌

ぴらとる

-
虻
田
の
ア
イ
ヌ
部
落
を
訪
い 、
転
じ
て
東
の
方 、
幌
別・
白
老・
鵡
川・
沙
留
回
を
経
て
平
取
に
入
る 。
鵡
川

の
河
口 、
チ
ン
と
い
う
村
の
中
老
パ
ス
イ
カ
ン
か
ら
「
ユ
ー

カ
ラ
を
調
べ
ろ」
と
い
わ
れ
る 。
数
日
後 、
平
取

の
老
翁
カ
ネ
ト
ク
か
ら
は
じ
め
て
「
ユ
ー

カ
ラ」
を
筆
録
す
る
も 、
何
の
乙
と
か
意
味
よ
く
わ
か
ら
ず 。

卒
業
論
文
「
世
界
言
語
の
助
辞」
脱
稿 。

文
科
大
学
卒
業 。

からAと

ζ
の
年 、
機
太
が
日
本
領
と
な
っ
て
理
科
大
学
か
ら
坪
井
正
五
郎
ら
の一
団
が
調
査
に
出
か
け
る
の
に
刺
激
さ

れ 、
機
太
ア
イ
ヌ
語
の
調
査
を
思
い
立
つ 。
意
を
決
し
て
恩
師
上
田
万
年
に
打
明
け
る
や
即
座
に
研
究
旅
費
百

円
を
支
給
し
て
く
れ
る 。
伯
父
勝
定
も
百
円
を
出
し
て
激
励 。
八
月 、
単
身
樺
太
東
岸
オ
チ
ョ

ポ
ッ
カ
に
至
り

四
十
五
日
間
滞
在 、
樺
太
ア
イ
ヌ
語
法
の
大
婆
を
会
得
し 、
叙
事
詩
三
千
行
を
筆
録
(
随
筆
「
心
の
小
径」
に

出
て
く
る
の
は
ζ
の
と
き
の
乙
と
で
あ
る) 。
帰
途 、
ア
イ
ヌ
語
研
究
に
徹
せ
む
と
と
を
己
に
誓
う 。

「
あ
い
ぬ
の
文
学」
を
草
し
て
中
央
公
論
に
投
ず
る
(
翌
年一
t

三
月
号

に
掲
載 。
処
女
論
文) 。

初
め
て
就
職 、
海
域
中
学
講
師
嘱
託 。
月
末
石
川
啄
木
上
京 。

7 



明
治
四
一
・

九

同

四
一
・

一

O

同

四

五
(一
二
ハ
歳)

同

四
二
・

一
二
・

二
八
(
二
七
歳)

同同同

四 四 四
五 四 三

同

四
五

一一一四

(

八
歳)

凹
・

一
三
(
二
九
歳)

六
・

二
二
(
三
O
歳)

啄
木
と
と
も
に
下
宿
を
本
郷
森
川
町 、

蓋
平
館
別
荘
に
移
す 。

海
城
中
学
を
辞
す
(
新
制
度
第一
回
の
卒
業
生
の
た
め
言
語
学
科に
は
中
学
校
教
員
免
許
状
が
下
り
な
い
と

と
が
解
っ
た
た
め
で
あ
る) 。

金
沢
圧
三
郎
の
紹
介・
推
薦
に
よ
り

三
省
堂
「
日
本
百
科
大
辞
典」
編

修
所
に
校
正
係
と
し
て
勤
務
す
る
乙
と
と
な
る 。

以
後
四
五
年
ま
で
勤
め
る 。

乙
の
月
末 、

先
輩
・

包
回
次
郎
国
学
院
大
講
師
(「
言
語
学」)

が
鹿
児
島
高
等
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
後
任
と
し

て
推
薦
さ
れ
る 。

以
後 、

終
生
国
学
院
に
職
を
奉
ず
る 。

乏
し
い
な
が
ら
暮
ら
し
の
目
安
が
つ
き 、

余
畷
は
全
て
ア
イ
ヌ
語
研
究
に
注
げ
る
よ
う
に
な
る 。

国
学
院
の
講
義
で 、

折
口
信
夫
・

武
田
祐
吉
・
山
石
橋
小
弥
太
ら
に
初
め
て
会
う 。

以
後 、

学
友
と
し

て
敬
し
あ
い
親
し
み
あ
う 。

林
義
人
五
女 、
静
江
(
二
O
歳)
と
結
婚 。
京
助
に
よ
れ
ば 、
森
川
町
に
あ
っ
た
理
髪
庖
の
主
人
が
薦
め
て

く
れ
て
見
合
し
た 。
当
時 、
東
大
近
く
の
通
り
で 、
京
助
は
と
き
ど
き
静
江
夫
人
と
す
れ
違
っ
て
い
て 、
見

合
し
た
と
き
「
ア
ッ

あ
の
人
だ
な」
と
す
ぐ
に
わ
か
っ
た
と
い
う 。
静
江
夫
人
は
「
そ
ん
な
と
と
全
然
憶
え
て

い
な
か
っ
た 、
一
回
目
の
見
合
で
決
め
ち
ゃ
っ
て
損
し
た
損
し
た」
と
い
う 。
本
郷
追
分
町
に
新
家
庭 。

新
家
庭
を
森
川
町
の
静
江
の
実
家
の
隣
家
へ
移
す 。

長
女
郁
子
ま
れ
る
(
翌
年一
月
七
日
没)

。

啄
木
死
す 。
前
夜
見
舞
っ
た
と
き
に
は 、
ま
だ
そ
う
急
に
は
|

と
思
わ
れ
た
の
で 、
時
間
給
だ
っ
た
国
学
院
の

講
義
に
む
り
し
て
出
て
い
た
た
め 、
臨
終
に
は
立
会
え
な
か
っ
た 。
晩
年
ま
で
残
念
が
る
乙
と
し
き
り
で
あ
っ

た 。
『
新
言
語
学』
刊
行
(
処
女
出
版」 。

こ
の
本
は
出・
ω
君。
2・
国
50門司
D門
戸
自問
E問。
(FD
ECロ・
500)
の
大
絡
を
訳
述
し
た
も
の
で 、

明
治

末
年
に
ω
耳0
2
の
学
説
が
紹
介
さ
れ
た
と
と
の
意
義
は
お
お
き
い 。
扉一
裏
に
次
の
よ
う
な
献
辞
が
あ
る 。

姉
上
へ

忍
を 、
私
の
心
の
ま
ま
に
許
し
て
下
す
っ

て

私
の
た
め
に 、

私に
代
っ
て

8 



金 田 一 博士略年諮および主要論著年表

大
正

九
・

二
六

同

。

同同同

一
・

四

三

了

六
・

三
O
(一一
二

歳)

同

ー七

同同

- 0 

同

七

故
さ
と
の
父
上・
母
上
を
扶
け
参
ら
せ
っ
つ 、

か
弱
き
蒲
柳
の
御
身
を
以
て 、

十
年一
日
の
如
く
此
の
世
の
悪
戦
苦
闘
を
続
け
ら
る
る

其
の
御
恩
の
万一
κ
酬
い 、
日一
は
私
の

今
日
の
此
の
小
さ
い
満
足
を
配
け
て
載
く
た
め
に 、

つ
つ
し
ん
で
此
の
書
を
た
て
ま
つ
る 。

な
お 、
乙
れ
に
続
く
政
文
に
も
当
時
の
心
境
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る 。

父
・

久
米
之
助
没
す 。

憂
悶
し
き
り 、

危
う
く
ア
イ
ヌ
語
学
を
廃
せ
ん
と
す
る 。

ま
た
乙
の
月 、

三

省
堂
解
散 、

失
職
す
る 。

上
野
公
園
の
拓
殖
博
覧
会
に
樺
太
か
ら
ギ
リ
ヤ
l
ク
・
オ
ロ
ッ
コ
・

ア
イ
ヌ
来
る 。
失
職
の 、
時
間

あ
り
あ
ま
る
身
を
こ
の
時
と
ば
か
り
五
十
日
間一
日
も
休
ま
ず
に
通
い 、
か
ね
て
た
ま
っ
て
い
た
疑
問
点
を
か

た
っ
ば
し
か
ら
買
す 。
と
の
問 、
静
江
夫
人
の
長
姉
林
か
を
る
物
心
両
面
に
援
助
惜
し
ま
ず 、
京
助
を
し
て
後

顧
の
憂
い
な
く
研
究
に
専
心
さ
せ
て
く
れ
る 。

樺
太
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
の
訳
注
(
の
ち
『
北
蝦
夷
古
謡
造
篇』

と
し
て
刊
行)

成
る 。

長
男
春
彦
生
ま
れ
る 。

東
大
文
科
大
学
か
ら 、

ア
イ
ヌ
語
の
取
調
の
嘱
託
(
七
月一
白
か
ら
十
月
末
日
ま
で)
を
命
じ
ら
れ 、

手
当
一

か
月
二
五
円
を
給
せ
ら
れ
る 。

上
回
万
年
の
配
慮
あ
っ

て 、

日
高
シ
ウ
ン
コ
ツ
の
盲
目
の
古
老
ワ
カ
ル
パ
を
招
致 、

ひ
と
夏
寝
食
を

いたどり

あし

共
に
し
な
が
ら
「
虎
杖
丸」
「
葦
丸」

以
下
十
三
篇
の
ユ
ー

カ
ラ
を
筆
録
す
る 。
(
京
助
は
ワ
カ
ル
パ
を

「
ア
イ
ヌ
の
ホ
メ
ロ
ス」
と
高
く
評
価
し
て
い
た 。)

東
大
文
科
大
学
講
師
嘱
託
(「
ア
イ
ヌ
語
学」)

『
あ
い
ぬ
物
語

附
樺
太
ア
イ
ヌ
語
大
要

は
主
要
部」
と
い
っ
て
い
る 。)

『
北
蝦
夷
古
謡
遺
篇』

刊
行 。

樺
太
ア
イ
ヌ
語
紫』
刊
行 c
(
京
助
は
「
附
録
の
方
が
私
に

9 



同 大
正

七 回

四四

(
三
三
歳)

同同同同

四
・

八
・

一

四

五
・

一
一
・

二
五
(
三

四
歳)

六
・

四
・

六

七
・

六
・

八
(
三
六
歳)

・1、、

同

七

同同同同

八
・

コ

了

一

(
三
七
歳)

一

0
・

四
・

二
二

一

0
・

六
・

二
ハ
(
三

九
歳)

一

0
・

一

二五

(
四

O
歳)

-
\

 

-
JJ

 
九

・
一

八

同同同同

一

. 

同同

一
・

二
五

五
・

一
二
(

四
一

歳)

同

/\ 

二
女
弥
生 、
生
ま
れ
て
や
が
て
死
す 。

東
大、

北
海
道
庁
及
び
樺
太
庁
か
ら
出
張
を
命
ぜ
ら
れ 、

北
海
道
・

樺
太
の
各
地
に
ア
イ
ヌ
部
落
を

歴
訪 、
ユ
ー

カ
ラ
や
ハ
ウ
キ
(
樺
太
ア
イ
ヌ
語
で
ユ
ー

カ
ラ
を
さ
す)
を
筆
録 。

10 

ロ
レ
イ
に
於
て
ソ
l

キ
チ
に
逢
っ

て
そ
の
伝
承
を
筆
録
す
る 。

三
女
美
穂
生
ま
る
(
百
日
咳
で
翌
年
死
ぬ) 。

日
高
の
コ
ポ
ア
ヌ
来
り 、

ヤ
ヤ
シ
所
伝
の
「
葦
丸
の
曲」

を
伝
う 。

静
江
の
長
姉
林
か
を
る
死
去 。

ユ
ー

カ
ラ
を
求
め
て
北
海
道
を
踏
破 。

東
は
厚
岸
・

釧
路 、

北
は
北
見
の
美
幌
に
及
び 、

西
は
天
塩

・

石
狩
に
至
る 。

近
文
で
は
じ
め
て
金
成
マ
ツ
・

知
里
幸
恵
(
十
五
歳)

に
逢
う 。

札
幌
で 、

は
じ

め
て
ミ
ス
・

ヤ
エ
・

パ
チ
エ
ラ
!

と
語
る 。

日
高
の
コ
ポ
ア
ヌ 、

娘
ハ
ル
と
共
に
来
る 。

四
女
若
葉
生
ま
る 。

こ
の
頃
か
ら
静
江
病
む 。

苦
労
多
し 。

母
死
す 。

日
高
の
コ
ポ
ア
ヌ
来
る 。

知
里
幸
恵 、

北
海
道
よ
り
来
り

投
ず 。

国
学
院
大
学
教
授
(
久
保
寺
逸
彦・
宮
良
当
壮
ら 、
国
学
院
の
講
鐙
に
列
す
る) 。

幸
恵
心
臓
病
に
て
急
逝 、

哀問犬
同{同
に
徹
す 。
(
京
助
は
「
私
の
そ
れ
か
ら
の
ア
イ
ヌ
語
研
究
は
こ
の
人
の
死

に
対
す
る
般
罪
の
仕
事
と
化
し
た」
と
注
べ
て
い
る 。)

本
郷
区
真
砂
町
に
転
居 。

「
ア
イ
ヌ
聖
典」

刊
行 。

ア
イ
ヌ
の
ワ
カ
ル
パ
の
女
ユ
キ
来
り
投
ず 。

半
年
滞
在 、

ア
イ
ヌ
語
の
よ
い
実
験
台 。

北
海
道
宗
谷
に
至
り 、

日
高
に
帰
っ

て 、

久
保
寺
・

宮
坂
ら
と
貫
気
別
に
黒
川
ト

ナ
レ

を
訪
う

(
乙
の
と
ろ 、
小
林
英
夫
の
来
訪
を
う
く 。
以
後
交
際
始
ま
る) 。



大
正
一
二
・

九
・

一

同

一
三
・

一

0
・

二
O
(
四
二
歳)

同

一

四
・

二
・

一

同

一

四
・

同

一

四
・

同

一

五
・

昭
和

二
・

同

三
・

同

三
・
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八

(
四
三
歳)

凹
・

一

O

八

(
四
五
歳)

一一一
・

三
・

四

四
・

一

0
・

二
二
(
四
七
歳)

四
・

二
一

四
・

一
一

了
二
五

四
・

コ

了
三
一

五
・

一
・

一
二

五
・

四

ムハ
・

一

七
・

三

七
・

五

七
・

八

七
・

九

同同同同同同同同同同同同

四一

(
四
八
歳)

(
四
九
歳)

(
五
O
歳)

帰
京
し
た
翌
日
乙
の
日
の
大
震
災
に
逢
う 。

「
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
伝
説」

刊
行 。

杉
並
の
バ
ラ
ッ
ク
成
り
て 、

雪
の
上
を
移
転
す 。

成
宗
三
二
二
番
地 。

当
時 、

周
囲
は
芋
畑
で 、

す

ぐ
下
に
は
田
園
あ
り 、

春
は
娃
が
鳴
き 、

夏
に
は
畿
が
飛
ん
だ 。

「
ア
イ
ヌ
の
研
究」

刊
行 。

コ
ポ
ア
ヌ
来
る 。

早
稲
田
大
学
講
師
嘱
託 。

北
海
道
へ
金
成
マ
ツ
を
訪
ね
て 、
「
虎
杖
丸
の
曲」

を
筆
録
す
る 。

日
高
の
ユ
キ
女
来
る 。

東
大
助
教
授
に
任
ぜ
ら
る 。

有
坂
秀
世
・

服
部
四
郎 、

東
大
言
語
学
科
に
入
学 。

妹
ヒ
サ
死
す 。

ユ
ー

カ
ラ
概
説
及
び
「
虎
杖
丸」

の
邦
訳
・

脚
注
成
る 。

ユ
ー

カ
ラ
語
法
の
大
要
を
起
草
に
か
か
る 。

ユ
ー

カ
ラ
語
法
を
書
き
継
い
で
夜
を
徹
す 。

ユ
ー

カ
ラ
語
法
を
や
っ
と
脱
稿
す 。

知
里
真
志
保
上
京 、

第
一

高
等
学
校
に
入
学 。

以
後
親
し
く
出
入
り
す
る 。

「

hv彩
ユ
ー

カ
ラ
の
研
究」

二
冊 、

刊
行 。

「
国
語
音
韻
論」

刊
行 。

バ
ラ
ッ
ク
朽
ち 、

更
に
東
田
町
一
ノ
一
一

五
に
再
び
新
居
を
営
む 。

「

h弘
和
ユ
ー

カ
ラ
の
研
究」

に
よ
り
帝
国
学
士
院
(
恩
賜)

賞
を
授
与
せ
ら
る 。

故
知
里
幸
恵
の
七
周
忌 、

養
母
金
成
マ
ツ
上
京 、

爾
後
半
年
滞
在 。

金
成
7
ッ 、

老
母
モ
ナ
シ
ノ
ウ
ク
所
伝
の
ユ
ー

カ
ラ
を
ロ
ー

マ
字
で
自
ら
筆
録
し
は
じ
む
(
こ
の
筆

録
二
O
年
つ
づ
き 、
ノ
ー
ト一
万
枚
に
及
ぷ) 。

1 1  



同同同昭
和

(
五
一

歳)

八
・

一
一

九
・

三

一

0
・

三
・

二
八

二
了

九
・

二
(
五
五
歳)

一
一一一
・

一

五
・

同同

四
・

一
五

八

(
五
八
歳)

同同同同

一
ムハ
・

一
一

一

六
・

四
・

五

一

六
・

一
二

(
五
九
歳)

一

七
・

一
・

一
五

同同同

一

七
・

一
一
・

六
(
六
O
歳)

一

八
・

三
・

三
一

一

八
・

五
・

一

O
(
六
一

歳)

一

八
・

九
・

三
O

一

九
・

六
・

一

五
(
六
二
歳)

一

九
・

六
・

二
五

二
0
・

八

同同同同

(
六一
二
歳)

同

六
・

一

五
(
六
四
歳)

同同同

一
一一一

二
三

一一一一一

六
・

一

O
(
六
五
歳)

三
・

二
四

四
・

二
五

「
ア
イ
ヌ
文
学」

刊
行 。
「
言
語
研
究」

刊
行 。

「
石
川
啄
木」

刊
行 。

文
学
博
士
(
第一
九
七
三
号)

を
授
か
る 。

姉
ョ、
不
死
す 。

「
国
語
史 、

系
統
的」

刊
行 。

と
の
こ
ろ
か
ら 、

三
省
堂
で
「
辞
海」

の
編
集
は
じ
ま
る 。

N
H
K
放
送
用
語
委
員
と
な
る
(
昭
和
三
七
年
三
月
ま
で)

。

「
新
国
文
法」

刊
行 。

z
〉
Ec

r
r
白
E

C
m
g
含 =

刊
行 。

東
京
帝
国
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
る 。

「
国
語
研
究」

刊
行 。

春
彦 、

三
上
珠
江
と
結
婚 。

依
願
免
官 。

「
明
解
国
語
辞
典」

成
る 。

「
ア
イ
ヌ
の
神
典」

刊
行 。

「
言
霊
を
め
ぐ
り
て
」

刊
行 。

初
孫
み
な
子
生
ま
る 。

夏 、

ノ
ボ
リ
ベ
ツ
に
金
成
マ
ツ
を
訪
う 。

終
戦
の
聖
断
を
拝
し
て
詠
あ
り 。

「
大
君
の
み
け
の
ま
に
ま
に
く
に
民
の
再
び
国
を
輿
さ
ざ
ら
め

や
」

を
新
聞
に
投
ず 。

共
感
者
の
喝
采
を
う
く 。

「
啄
木
歌
抄」

刊
行 。

夏 、

北
見
の
網
走
に 。

ま
た 、

ノ
ボ
リ
ベ
ツ
に
金
成
マ
ツ
を
訪
う 。

ま
た 、

と
の
年 、
山
本
有
三
「
国
民
の
国
語
の
会」

を
結
成 、
馳
せ
参
じ
て
協
力 。
以
後
山
本
と
親
交
あ
り 。

「
続
石
川
啄
木」

刊
行 。

夏 、

北
見
の
美
幌
を
訪
う 。

ノ
ボ
リ
ベ
ツ
に
金
成
マ
ツ
を
訪
う 。

日
本
学
士
院
会
員
を
命
ぜ
ら
る 。

ア
イ
ヌ
の
童
話
「
り
く
ん
べ
つ
の
翁」

刊
行 。
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昭
和
ニ
コ
了

九

(
六
六
歳)

同

二
三
・

一

0
・

二
O

同

二
三
・

一
一
・

二
五
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同同

二
三
・

一
二
・

一

五

二
三
・

三

了
二
四

同同同同

二
四
・

二
四
・

二
四
・

二
四
・

一
・

四

六
・

三
O
(
六
七
歳)

ム
ハ七

・
一

九

同同同

二
四
・

一
一

了
二
三

二
五
・

七
・

五
(
六
八
歳)

二
五
・

七
・

三
O

同

二
五
・

一
一
ム
ハ
・

一
二
ハ
・

二
七
・

二
七
・

二
七
・

二
七
・

二
七
・

同同同同同同同

J\ 二
・

二
五

五

(
六
九
歳)

三
・

五

一一一
・

一
一一一

四五
・

五
(
七
O
歳)

五
・

二一
O

「
中
等
国
語」

の
編
修
に
か
か
る 。

「
新
日
本
の
国
語
の
た
め
に
」

刊
行 。

「
国
語
の
進
路」

刊
行 。

若
葉
の
結
婚
式
を
家
で
行
な
い 、

工
学
士 、

丸
山
正
弘
を
養
子
K
迎
え
る 。

賊
に
「
ア
イ
ヌ
語
辞
典」

の
原
稿
な
ど
を
盗
ま
れ
る
(
犯
人
は
じ
き
に
つ
か
ま
っ
た
が 、

原
稿
は
す
で
に

静
岡
県
吉
原
の
製
紙
工
場
で
セ
ン
カ
紙
に
化
け
て
い
た 。

落
胆
ひ
ど
く 、

辞
典
を
作
る
元
気
を
失
な
う 。)

は
じ
め
て
の
男
の
孫 、

真
澄
を
得
る 。

「
国
語
学
入
門」

刊
行 。

「
高
等
国
語」

の
編
修
に
か
か
る 。

久
方
ぶ
り
に
盛
岡
へ
帰
っ

て 、

墓
参 。

公
会
堂
の
講
堂
で
初
め
て
故
郷
の
人
に
ア
イ
ヌ
の
ユ
ー

カ
ラ

の
話
と 、

啄
木
の
話
と
を
し
た 。

若
葉
水
死 。
一

家
哀
傷
の
明
け
暮
れ 。

「
中
等
国
語」

刊
行 。

正
弘 、

越
中
高
岡
の
会
社
に
赴
任 。

随
筆
選
集
「
心
の
小
径」

刊
行
(
乙
の
と
ろ 、

随
筆
「
心
の
小
径」
が
各
社
の
国
語
教
科
書
に
軒
並
み
掲
載

さ
れ 、

全
国
の
中
学
生
か
ら
フ
ァ
ン
レ
タ
l

殺
到) 。

妻
と
と
も
に
奥
湯
河
原
・

青
轡
荘
に
暑
気
を
避
く
(
以
後 、

し
ば
し
ば
利
用
す
る)

。

「
高
等
国
語」

刊
行 。

ノ
ボ
リ
ベ
ツ
に
金
成
マ
ツ
を
訪
う 。

釧
路
に
赴
く 。

正
弘
病
み
て
帰
京 。

「
現
代
か
な
づ
か
い
の
意
義」

文
部
省
よ
り
刊
行 。

有
坂
秀
世
博
士
永
眠 、

哀
突
し
ば
し
(
顔
回
に
先
立
た
れ
た
孔
子
の
心
境
を
味
わ
う)
。

国
語
審
議
会
委
員
と
な
る
(
昭
和
三
三
年一
一
月
ま
で)

。

古
稀
の
祝
を
受
け
る
(
参
議
院
会
館)

。

角
川
文
庫
本
「
北
の
人」

刊
行 。
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昭
和
二
七
・

同

二
七
・

同

二
八
・

同

二
八
・

同

二
九
・

同

二
九
・

五

ム
ハ
・

五
一一一
・

一一一
一

六
・

七
(
七
一

歳)

一
・

八

五
・

一

八
(
七
二
歳)

二
九
・

一
一
・

三

三
0
・

一
・

八

三
0
・

一
・

一

六

三
0
・

四
・

六

三
0
・

七
・

二
五
(
七
三
歳)

コ
二
・

二
・

八

三
一
・

一
一
・

三
(
七
四
歳)

三
二
・

一
・

一

O

同同同同同同同同同

一
一
. 

同

一
-

同

一
-

同

一
一一
. 

。

(
七
五
歳)

五

五
(
七
六
歳)

創
元
文
庫
本
「
国
語
の
変
遷」

刊
行 。

「
辞
海」

刊
行 。

早
大
を
定
年
で
退
く 。

「
古
稀
記
念
言
語
民
俗
論
叢」
(
三
省
堂)

の
大
冊
成
り 、

贈
呈
式
に
列
す
る 。

上
野
直
昭
と
と
も
に 、

ど
進
諸
申
し
あ
げ
る 。

宮
中
吹
上
御
苑
花
蔭
亭
で 、

柳
田
国
男
先
生
以
下
と
と
も
に
国
語
に
つ
い
て
各
自
専
門
の
こ
と
を
申

し
あ
げ
る
(
以
後 、
一
九
・一
二
・

二
四
・

二
五
と
五
日
間
続
く) 。

文
化
勲
賞
を
授
与
さ
れ
る 。

御
講
書
始
に
「
内
地
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
に
つ
い
て」

を
ど
進
講 。

知
里
真
志
保 、

鈴
木
大
拙
と
と
も
に
朝
日
賞
を
受
賞 。

熱
海 、

伊
豆
山
の
水
薬
亭
へ
は
じ
め
て
宿
る
(
以
後 、

避
寒
に
し
ば
し
ば
利
用
す
る)
。

有
坂
秀
世
「
上
代
音
韻
致」

刊
行 。

午
前
零
時
半 、

養
子
正
弘 、

世
田
谷
の
三
楽
病
院
で
永
眠 。

金
成
マ
ツ
万
白 、

紫
授
褒
賞
を
授
け
ら
れ
る 。

宮
中
歌
会
初
に
召
人
と
し
て
参
列 、

勅
題
「
灯」 。
「
あ
め
っ
ち
の
そ
き
へ
の
き
は
み
照
り
わ
た
る
お

ほ
き
と
も
し
び
太
陽
あ
が
る」

と
詠
進 。

乙
れ
を
機
に
和
歌
へ
の
情
熱
再
び
湧
き
上
る 。

国
学
院
大
日
本
文
化
研
究
所
の
仕
事
と
し
て
金
成
7
ツ
集
・

金
田
一

集
な
ど
全
ユ
ー

カ
ラ
集
を
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
に
収
め
る 。

訳
注
の
業
に
の
り
だ
さ
ず
に
い
ら
れ
な
く
な
る 。

妻
と
奥
湯
河
原
に
と
も
る 。

と
き
ど
き
上
京
す
る
ほ
か 、

ユ
ー

カ
ラ
訳
注
の
仕
事
に
打
込
む 。

神
経

痛
の
静
養
も
兼
ね
る
(
以
後
翌
年
二
月
ま
で
滞
在) 。

青
轡
荘
で
新
年
を
迎
え
る 。

い
よ
い
よ
喜
寿
(
数
え
年)

を
迎
え
た
が 、

妻
が
古
稀
で 、

金
婚
の
年

に
も
あ
た
る 。

喜
寿
の
祝
賀
会
を
受
け
る
(
椿
山
荘)

。

金
婚
に
ち
な
ん
で
金
盃
を
贈
ら
れ 、

14 
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昭
和
三

四

同

三
四

四 一

同同同

三
四

三
五

三
五

五

四

四
・

二
O

七

八
(
七

八
歳)

同
一一一
ム
ハ
・

三ム
ハ
・

一一
一ム
ハ
・

一一一
ム
ハ
・

一
ニ
ム
ハ
・

三
七
・

三
七
・

三
七
・

四

Jヤ
F\ 

同同同

八八八 八八八 七 七

O 八五四 三 一八八四四 一 九 八 六 四

五五二四二00八 O 四四 三 O 九 三
〆戸、 f、、 r戸、

八 八 七
O 九

歳 歳 歳

同同同同同同同同同同同同

「
錦
木
抄」
(
自
選
歌
集)

と
当
日
の
写
真
を
贈
る 。

ユ
ー

カ
ラ
集
E
の
「
ポ
ロ
オ
イ
ナ」

訳
注
の
筆
を
に
ぎ
り
し
め
な
が
ら
年
を
迎
え
た 。

郷
里
盛
岡
の
市
政
七
O
年
記
念
日
に
際
し 、

盛
岡
名
誉
市
民
第
一
号
に
推
さ
れ 、

帰
郷 。

N
H
K
テ
レ
ビ
「
乙
こ
に
鐘
が
鳴
る
」

に
出
さ
れ 、

一
腕
珍
し
い
人
々
に
対
面
し
て
感
激
す
る 。

株
式
会
社
三
省
堂
の
顧
問
に
就
任 。

弟
安
三
を
失
な
う
(
東
京
在
住
だ
っ
た
の
で
長
い
と
と
行
き
来
の
激
し
か
っ
た
弟
で 、
片
腕
を
失
な
う
恩
い

に
浸
る) 。

金
成
マ
ツ
万
自
死
す 。

啄
木
祭
(
読
売
ホ
!

と

で
講
演 。

知
里
真
志
保
永
眠
(
後
継
者
を
失
な
っ
た
悲
哀
を
味
わ
う) 。

旭
川
の
ユ
ー

カ
ラ
大
会
に
出
席 、

平
賀
サ
ダ
の
ユ
ー

カ
ラ
を
記
録
す
る 。

盛
岡 、

竜
谷
寺
で
父
の

五
O
周
忌
を
営
む 。

毎
日
新
聞
へ
「
北
辺
十
話」

発
表 。

文
化
放
送
「
ひ
と
す
じ
に
生
き
る
」

放
送 。

盛
岡
の
N
H
K
テ
レ
ビ
「
私
の
秘
密」

に
出
演 。

と
の
月 、

春
彦
東
大
よ
り

文
学
博
士
を
受
く 。

柳
田
国
男
漬
然
と
し
て
逝
く
(
良
き
指
導
者
を
失
な
い 、
し
ば
し
呆
然) 。

日
本
テ
レ
ビ
の
「
あ
る
旅」

の
た
め
飛
行
機
で
登
別
・

江
差
・

釧
路
へ

。

次
弟
次
郎
病
死 。

ア
イ
ヌ
文
化
展
(
西
武
百
貨
庖)

で
「
ア
イ
ヌ
研
究
の
思
い
出」

を
講
演 。

野
村
胡
堂
病
死 。

「
明
解
国
語
辞
典」

百
版
祝
賀
会 。

因
子
一
民
没

渋
沢
敬
三
永
眠 。

長
年
の
良
き
後
援
者
を
失
な
う 。
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昭
和
三

九
・

同

四
二
・

同

四
二
・

同

四
三
・

同

四
三
・

同

四
四

・

同

四
四

・

同同同同

凹四四四
/'\ /'\ /'\ /'\ 

-0八五 四
・

三
O
(

八
二
歳)

八
・

一
七
(

八
五
歳)

八
・

二
八

四
・

一

四
・

一
八

五
・

三

八

(
八
七
歳)

五
(

八
九
歳)

五九

同

四
六
・

一
一
・

一
四

「
春
彦
博
士
を
は
げ
ま
す
会」

に
列
席 。

も
っ
と
も
敬
慕
し
て
い
た
思
師 、

新
村
出
没 。

新
村
会
長
の
後
任
と
し
て
日
本
言
語
学
会
会
長
と
な
る 。

国
学
院
大
名
誉
教
授 。

朝
日
新
聞
に
「
わ
が
道
1

言
語
学」

を
五
回
連
載 。

知
人
・

学
友
ら

大
森
・

小
町
園
で
米
寿
を
祝
う 。

杉
並
の
居
宅
改
築
の
た
め 、

二
年
前
に
買
っ

て
お
い
た
本
郷
・

赤
門
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン

タ
シ
オ
ン
六
O
四
号)

に
移
る 。

喜
福
寺
の
境
内
に
し
て
眺
望
佳
き
と
乙
ろ 。

かT
寿
を
祝
っ

て
知
人
ら
七、

八
O
名
杉
並
の
家
宅
に
参
会 、

書
庫
「
錦
木
文
庫」
の
寄
贈
を
受
け
る

。

乙
の
と
ろ
か
ら
床
に
つ
く
こ
と
多
し 。

『
米
寿
記
念
論
集』

の
大
冊
成
り 、

赤
門
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
部
匡
で
贈
呈-
つ
け
る 。

ア
イ
ヌ
語
学
唯
一
人
の
弟
子
久
保
寺
逸
彦
の
死
を
知
ら
さ
れ 、

シ
ョ
ー
ク
ひ
ど
し 。

病
状
悪
化
の
兆

あ
り 。

午
後

八
時
半 、

家
族
・

友
人
・

弟
子
た
ち
に
見
ま
も
ら
れ
な
が
ら
安
ら
か
に
息
を
ひ
き
と
る 。
「
寿

徳
院
殿
徹
言
花
明
大
居
士」

本
郷
・

喜
福
寺
境
内
に
眠
る 。

従
三
位
動
二

等
に
叙
し
瑞
宝
章
を
授
か

る 。
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(
赤
門
ア
ビ

金
田
一

博
士
主
要
論
著
年
表

( ー「
」
は
単
行
本)
〔「金
田一
博
士
米
寿
記
念
論
集」
に
よ
る〕

月
一

年あ
い
ぬ
の
文
学
(
中
央
公
論
二
三
ノ
て
二 、
三 。
署
名
は
金

国
一
花
明 。
処
女
論
文)

明

治

四

四

年

樺太ア
イ
ヌ
の
音
韻
組
織
(人
類
学
難
誌二
七
ノ
六 、
七 、
八)

〔言
語
研
究に
収
録〕

明

治

四

五

年

二

ア
イ
ヌ
語
学
上
の一
問
題
』|ア
イヌ
語の
所謂「奇
異な語
き
に
就

明

治

四

JL 

月月



六

月

一
一
月

大
正

五

月

ー、九

月

一
O

月月

金 田 一博士略年譜および主要論著年表
大

正
日刀

六、ー、Fノ九

月

大

正

四

五

月

ムハ

同刀

大

正

五

九

〔言
語
研
究
に
収
録〕

月

て
||

(人
類
学
雑
誌二
八
ノ
二 、
三)

「
新
言語
学」
(子
文
社)

「
町
一階
諸人
種の
言
語」
(東
京
人
類
学
会)

年ア
イ
ヌ
の
詩
歌
(わ
か
竹
六ノ
五)

蝦
夷語
学の
鼻
祖上
原
熊
次
郎
と
其
の
著
述
(
芸
文
四/
八 、

一
O)

国
語の
発
音の
根
底に
於
け
る
特
質
(
東
亜
之
光
八
/
八)

蝦
夷伝
説
源
流
考(
国
学
院
雑
誌
一
九/
九)

ア
イ
ヌ
の
信
仰
生
活
(
郷
土
研
究
一ノ
八 、
一
O)

地
名
蝦
夷
語
釈
の
方
法
と
蝦
夷
語
の
史
料
(
東
亜
之
光
八
ノ一

O)
 

「
あ
い
ぬ
物
語

附
樺太アイヌ
語
大要機太アイヌ
語
集」
(
山
辺
安

之
助
著、
金
田
一
京
助
編)
(
博
文
館)

月月

年「
北
蝦
夷
古
謡
選
筋」
(
甲
寅
叢
書
刊
行
所)

ア
イ
ヌ
教
祖オ
キ
クル
ミ

伝
説
(
郷
土
研
究
ニ
ノ
一、
ニ)

義
経
入
夷伝
説
考(
東
亜
之
光
九/
六 、
七)

人
が
動
物に
化
け
る
話
(
郷
土
研
究ニ
ノ
六)

日
の
本
考
(
国
学
院
雑
誌二
O/
九 、
一
O)

年盛
岡
附
近の
童
謡
(
郷
土
研
究
三
ノ
三)

蝦
夷の
謡
ひ
物に
見え
る
亙
女
(
郷
土
研
究三
ノ
四 、
五)

年南
宗
坊
本
貫
(
郷
土
研
究
四ノ
六)

月

一
O

月

一
二

月

大

正

六

四

月

陸
中
の
淡
島
信
仰
(
郷
土
研
究
四/
七)

長い
名
前の
話
(
郷
土
研
究
四ノ
九)

年蝦
夷
の
秘
曲
「
麓
丸」
の
遺
篤
(斗
Z
〉
百E
H内
gr
ヨ

ノ
一、
二 、
三 、
四)

年

・

ア
イ
ヌ
の
詞
曲に
就て
(ア
ラ
ラ
ギ一
一ノ
こ

金
田一
とい
う
姓
(土
俗と
伝
説一
ノ
ニ

ア
イ
ヌ
の
神
話に
就て
(明
治
聖
徳
記
念
学
会紀
要一
O)

大

正
一

月

八

月

一
一
月

大

正

八

一

月

大
正

九

二
月

七

大 大
九四一 一

正 正

年東
北の
地
名
と
あ
い
ぬ
語
(
土
俗
と
伝
説
一/
四)

年ア
イ
ヌ
語
及ア
イ
ヌ
伝
説の
研
究に
就て
(
東
亜
之
光一
五
ノ

一
一)

一
O
年

月

文
化
史
料
と
し
て
の
言
語
(
東
堕
之
光
二ハ
ノ
ご

二
年「ア

イ
ヌ
聖
典」
(世
界
文
庫
刊
行
会)

ア
イ
ヌ
の
系
統
(
中
央
史
思
六
/
五)

言
語
学
上
よ
り
観た
る
蝦
夷と
ア
イ
ヌ
(
考
古
学
雑
誌一
四/

一 、
ニ)

月月月

大
一正

月
三
年ア

イ
ヌ
の
叙
事
詩に
就て
(東
亜
之
光
一
九/
三)

私
と
ア
イ
ヌ
研
究
(岩
手の
友・
三)

世
界
最
古
の
ア
イ
ヌ
語
紫
ll佐佐木博士所蔵の
「松
前の
言」
に就
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四

月



て
||(心

の
花二
八
ノ
四)

一
O

月

「
前 ィ
都
ア
イ
ヌ
ラッ
クル
の
伝
説」
(
世
界
文
康
刊
行
会)

大
正
一
四
年

二

「ア
イ
ヌ
の
研
究」
(
内
外
害
防)

英
雄
不
死
伝
説
の
見
地
か
ら
(
中
央
史
組
一
O
ノ
二)

ア
イ
ヌ
の
守
護
神に
就
て
(
宗
教
研
究
新二
/
四)

七
大
正一

月
五

月
八

月

一
一

月

昭

和
三

月
四
月

五
月

一
一

月

昭

和
円刀同刀

一一
月 月日川一

五
年求

婚
伝
説
よ
り
羽
衣・
三
輪
山
伝
説
(民
族
一ノ
二 、
三)

ア
イ
ヌ
語
学
研
究
資
料に
就
て
(
民
族
一/
四)

ア
イ
ヌ
研
究の
現
状
(
財
団
法
人
啓
明
会
第
一
八
回
講
演
集)

ア
イ
ヌ
の
神
と
熊の
説
話
(
宗
教
研
究
新三
ノ
六)

吋
}岡
市

〉
5
F
n
o
ロ回一
ι
巾
円
。
ι

r
o
B
H
F
o
--
ロ
岡
戸H
UH-
口
凹門
白
ロ
ι
匂
0・

】
コ門
(
】日
『
o
n
o
o
ι戸
ロ
間
的
oh
H
Y
巾

叶
rF
『
円山

句
白
ロ・
可
曲
丘
町
口

ω
nF
叩
口
市
口
町

〔U
0
2
四
円
冊目印

〈
O
F

ロ)

年山の
神
考
(
民
族二
ノ
三)

蝦
夷
浄
瑠
璃
考
(大
正
大
学
学
報
こ

国
語
母
韻
図
(
音
声
学
協
会
会
報
第
一
年
四
号)

語
法
上
か
ら
観た
ア
イ
ヌ
(人
類
学
雑
誌
四二
ノ
一
一、
一
二)

〔言
語
研
究に
収
録〕

年漢
文
廃
止
論
(
国
学
院
雑
誌
三
四
/
二)

言
語
学
原
論
を
読
む
(
民
族
三
ノ
ニ)

ア
イ
ヌ
語
清
濁
考
(
岡
倉
先
生
記
念
論
文
集)
〔言
語
研
究に

収
録〕

昭

和
一一一四六 五七一 八

月月

昭

和
七 四 三

昭
七 一

和
九 八

四

年亙
女
の
神
話
か
ら
叙
事
文
学の
誕
生へ
(民
俗
芸
術二
ノ
三)

新
著
批
評
二
種
「
吉
利
支
丹
教
義
の
研
究」
と
「
東
方
言
語
史

叢
考」
(民
族
四/一ニ)
〔言
設
を
め
ぐ
りで
に
収
録〕

抽仰が
か
り
の
話
(
神
道
学
雑
誌
六)

ア
イ
ヌ
語の
所
調
前
置
詞
の
問
題
(人
類
学
雑
誌
四
四
ノ
六)

〔言
語
研
究に
収
録〕

18 

月月月月月

ア
イ
ヌ
と
シ
ラ
神
(民
俗
学
一ノ
ニ

現
代
世
相の一
面
を
語る
新
聞
雑
誌に
つ
い
て(ア
ン
ケー
ト)

(
国
学
院
雑
誌
三
五
ノ
七 、
他
八
氏)

熊
祭の
話
(民
俗
学
一ノ
二)

原
始
文
学
断
想
||

締太アイヌ
の
叙
事詩に
就て
ll

(
文
学
思
想
研

究
第
十
巻)

年棒
太・
北
海
道
の
人
種
(
日
本
地
理
大
系
第
十
巻
北
海
道・
樺

太
篇)

福
引
(民
俗
学ニ
ノ一ニ)

ア
イ
ヌ
のイ
トクパ

の
問
題
(人
類
学
雑
誌
四
五
/
四)

紫
波
の
管
狐
そ
の
他
(民
俗
学二
/
七)

五月月月白川一
、、
-，ノ

年「
防
相和ユ
ー

カ
ラ
の
研
究」
二
巻
(
東
洋
文
庫)

久
保
寺
君
の
ア
イ
ヌ
の
「
聖
伝」
に
つ
い
て
(
民
俗
学三
/

七)日
本
のシ
ン
デレ
ラ
説
話
(民
俗
学三
ノ
八)

口
遊び
(民
俗
学三
ノ
九)

月月月月



二 一O
月月月

昭
和

四

金田 一博士略年諮および主要論若年表

-'­
ノ、七九

JJ 

日目

I羽

田
舎
者
の
敬
称
(
民
俗
学
三
ノ一
O)

熊
の
あ
た
ま
(
民
俗
学
三
/
一
一)
〔
随
笠
ゅ
う
か
ら
に
収
録〕

方
言
研
究
と
言
語
の
正
・
批
(
方
言
一
ノ
凹)

原
始
文
学
と
叙
事
詩
117イヌのカムイユ
ーカラに就て
|1
(
国

文
学
的
査
こ

七
年ア

イ
ヌ
文
学
(山石川政
講
座
日
本
文
学
第
五
総)

糖
子
米
子
の
話
(
民
俗
学
四
ノ
ニ)

「
同
語
音
韻
論」
(
言
語
誌
叢
刊
の
一)
(
万
江
書
院)

上
総
の
シ
ン
デ
レ
ラ
物
語
(
民
俗
学
凶
ノ
三)

郷
土
の
言
語
と
伝
説
(
民
間
伝
示
〔
仙
台
の
民
間
伝
承
学
会

刊〕
一
/
一-一
一)

ひ
め
こ
喝
(
民
俗
学
四
/
凹)

胡
沙
考
(
佑
佐
々
博
士
巡
磨
記
念
論
文
集
「
白
木
文
学
玲
築」)

〔
言
語
研
究
に
収
録〕

ア
イ
ヌ
と
石
(
郷
土
第
二
巻
石
特
紛
号)

鹿
島
だ
ち
(
民
俗
学
四
/
七)

啄
木
の
追
怯
(
短
歌
講
座
第
十
二
巻
現
代
給
料
幻)

陸
奥
の
目
名
(
民
俗
学
四
/
九)

北
拠
地
名4
71
3の
地名から観た本州
委犯の
研究
||
(
齢制

仙
東
洋語
学
乃
机
究)
〔言
語
研
究
に
収録〕

北
奥
方
言
の
発
音
と
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
||ズlズ
!

考
||

(
音

声
の
研
究
五
紛)

ア
イ
ヌ
の
神
話
オ
キ
ク
ル
ミ

の
詞
章(
文
学
忠
恕
研
究
第一
叩翌

年

月月)] 月月月
J\ 

五

月

言
語
と
土
俗
(
東
北の
土
俗)
〔
言
語
研
究
に
収
録
〕

亙
女
と
座
頭
(
東
北
の
土
俗)
〔
言
語
研
究
に
収
録〕

国
語
音
韻
論
の
ド
グマ
と
そ
の
正
体
(
方
言
三
/

五)

ア
イ
ヌ
の
歌
謡
と
万
葉
集
の
歌
(
万
葉
集
諮
座
第
三
巻
言
語
研

究
筋)

記
紀
万
葉
に
於
け
る
わ
が
愛
読
歌
(
文
学
一
ノ
六
特
輯
上
代
歌

諜
号)

」ー
ノ、

月
九

月月

ni'1 

羽1

「ア
イ
ヌ
文
学」
(
河
出
番一民)

「
言
語
研
究」
(
河
出
舎一川)

関
東
の
オ
シ
ラ
様
(
民
俗
学
五
/
一
一)
〔
学
窓
随
筆
に
収
録〕

ア
イヌ
語
と
国
語
(
国
語
科
学
講
座)

東
北
方
言
に
つ
い
て
(
乙
と
ば
の
諸
膝)

上
代
文
学
と
ア
イ
ヌ
文
学
(
上
代
日
本
文
学
講
座
第
二
巻
特
殊

研
究
釘
上)

加問…
酬明
の
啄
木
(
石
川
啄
木
研
究)

年口
稿
文
学
と
し
て
の
ユ
ー

カ
ラ
(
文
学
二
ノ
二
特
松
口
調
文
学

号)
〔
随
筆
ゅ
う
か
ら
に
収
録〕

「
石
川
啄
木」
(
文
教
附)

月

間
語
学
に
於
け
る
ア
イ
語
の
問
題
(
同
語
学
講
仰
録)

刀

「

北
の
人」
(
枠
番一川)

一
O
年ア

イ
ヌ
語
と
ア
イ
ヌ
文向子
(
改
造
社
日
本
文
学
総
座
第
十
五
巻

特
殊
研
究
結)

我
観
「
音
韻
論」
(
音
声
学
協
会
会
報
第
九
年
三
号)
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Jì 九月
五 四 三

月

H召
和

月



四八 五jL 
。

月月月

昭
一一 和

一七四

月月月月 月

チ
ェ
ン
パ
レ
ン
先
生
と
ア
イ
ヌ
語
学
(
国
語
と
国
文
学一
二
ノ

四)
「
州
国
語
音
節
論」
(
万
江

主肱)

東
北
黙
と
ア
イ
ヌ
語
の
発
昔 、
ズ
l

ズ
l

擦
の
特
色
に
就
い
て

(国語研
究)
〔随
祭ゅ
うか
ら・
吉宗
をめ
ぐりて
収録〕

チ
ェ
ン
パ
レ
ン
先
生
と
ア
イ
ヌ
語
(パ
ジ
ル
・

ホ
オ
ル
・
チ
ェ

ンパ
レ
ン
先生
追悼
記念
録)
〔手を
加えて
学窓
随
筆
に
収

録〕シ
l

ボ
ル
ト
と
ア
イ
ヌ
語
学
(
日
独
文
化
講
泌
集
第
九
総
シ
l

ボル
ト
記念
号)
〔学窓
随
筆に
収録〕

ア
イ
ヌ
の
民
族
的
叙
事
詩
|l

原
始
文
学
と
し
て
観たユ
ー

カ
ラ
・|

(・X川与一ニ/一
一)

ア
イ
ヌ
部
落
採
訪
談
(
日
本
民
族
学
研
究)
〔
採
訪
随
筆
K
収

録〕言
語
及
び
言
語
学
(
叫鳩山
聞
社
言
語
学
論
文
集)
〔
随
筆
ゅ
う
か

らに
収録〕

ア
イヌ
語の
発
音につ
い
て
(汗
声
学
協
会
会報三
十
九号)

月J1 月月月
一

年ア
イ
ヌ(
改
訂
版
日
本
地
理
風
俗
大
系
北
海
道
・

緋
太
・

台
湾)

「
晶子
窓
随
筆」
(
人
文
書
院)

東
北
方
言
演
談
(
旅
と
伝
説)

「
ア
イ
ヌ
語
法
概
説」
(
知
里
其士山
保
氏
と
共
著)
(
岩
波
書
庖)

「
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
ユ
ー

カ
ラ」
(
岩
波
文
庫)
(
岩
波
害
賠)

「
随
筆
ゅ
う
か
ら」
(
立
華
社)

ア
イ
ヌ
の
有
つ
言
葉
(
国
語
知
識)

国
語
と
民
間
伝
承
(
岩
波
講
座
国
語
教
育
第
五
巻)

一

二
年

月

ア
イ
ヌ
と
砂
(
ミ
ネ
ル
グ
ァ

ニ
ノ
ニ

山
間
の
ア
イ
ヌ
語
(
山
岳
三
三
ノ
ニ

月

国
語
と
ア
イ
ヌ
語
と
の
関
係
||チェ
インパ
リン
説の
再検討
l|

(
日
本
文
化
史
論
纂)

四

月

国
語
と
ア
イ
ヌ
諮
と
の
交
沙
(
日
本
大
学
文
学
科
研
究
年
報)

八

月

敬
語
(
方
言
七
ノ
八)

一
O

月

「
採
訪
随
筆」
(
人
文
普
段)

一
二

月

上
回(
万
年)
先
生
追
慕
断
片
(
国
語
と
国
文
学一
四
/一
二)

昭
和
一

三
年

三

原
日
本
語
の
構
成
(
日
本
文
化
央
大
系
第一
巻
原
始
文
化)

〔
国
語
研
究
に
収
録〕

「
国
語
史

系
統
日」
(
刀
江
書
院)

「
糊
胴
国
語
音
韻
論」
(
刀
江
容
院)

シ
ー

ボ
ル
ト

先
生
と
ア
イ
ヌ
語
(
シ
l
ボ
ル
ト

研
究)

振
仮
名
の
其
価
(
文
学
六
ノ
七)
〔言
平をめ
ぐ
り
てに
収
録〕

ア
イ
ヌ
語
学
の
隠
れ
た
る
先
達
||

亀岡
次
郎
氏
発
見の
「
番
人
円
吉
鍛

英記」
に就て
1|(が
くと
う八
号)
〔閑
語の
進
路に
収録〕

樺桜考(民
間伝承三/一一一)
〔言2をめ
ぐりでに
収録〕

昭
和八 七 六 五 四

011 
一

和
八七
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月月月月月月月
四
年口問

詞
分
類
上
の
新
疑
問
ll語類の

区別か話部の
分割か
||

(
国
語

と
国
文
学一
六
ノ
三)
〔
国
語
研
究
に
収
録〕

東
北
方
言
(
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞)

王
朝
歌
人
の
エ
キ
ゾ
チ
ィ
シ
ズ
ム
(
国
学
院
雑
誌
四
五
ノ
八 、

月月



金田 一博士略年譜および主要論著年表

一 九
月月

昭一 和九
。
月

昭
和四.-'­

ノ\九
月

一
O)
〔国語
研
究に
収
録〕

語
原
の
本
質
(
文
学七
/
五)

国
語
学
史
と
上
田
万
年
先
生
(
言語
研
究
四
号)
〔国語
研
究

に
収
録〕

五
年日

本
書
紀
に
見え
た
る
蝦
夷と
日一
角
見
国
(国
学院
雑誌
四
六

/
二)
〔ア
イヌ
の
研
究改
訂版K
収
録〕

文
学
と
文
法
(
文
芸
春
秋一
八
/
九)
〔一一一面
玄
を
め
ぐり
て
に

収録〕

月

口
承
文
芸
の
性
格
(
文
学
八
/
一

O 、

民
間
文
芸
の
芳
察
特
総

号)

一
一
月

「
ア
イ
ヌ
の
研
究」
(
改
訂
版)
(
八
洲
番
号)

一
六
年規

範文
法か
ら
歴
史文法へ
(国学院
雑誌凹
十
七/
二

〔国語の
変速に
収
録〕

「新国
文法」(武
緩
野
書院)

語
学
の
立
場
か
ら
(
渋
谷
文
学)
〔号一口
認
を
め
ぐ
り
て
に
収
録〕

〉古ロ
rr
Eι
rw問。ロ含(国
際観
光協
会)

仮
名遣
問
題
批
判
(
文
学
九
/
凹
特
純
国
語
と
国
字)

共
同語か
ら
標
準
語
へ
(
放
送)
〔言
認
を
め
ぐ
り
で
に
収録〕

私
自
身の
方言
を
顧
み
て
(
方
言
研
究
第
三
崎 、
第二
講
演
論

文
集)
〔
言
霊
を
め
ぐり
て
に
収
録〕

「
ア
イ
ヌ
芸
術」
(
杉
山
寿
栄
男
氏
と
共
著)
(
第一
青
年
社)

(以
下
昭
和
一七
年
ま
で
に
三
巻
を
刊
行)

女性語と
敬語
(婦
人公
論)
〔国語研
究に
収録〕

月月月月月

仮
名遣と
発
音符
号
||文字と言語
|(日
本語一
ノ
七)
〔言

霊
を
め
ぐり
て
に
収録〕

一
一

月

国
語
系
統
論(国語
文
化
講
座
第
二
巻
国語
概
論
鰐)

一
二

月

「
国語
の
変
遷」
(
日
本
放
送
出
版
協
会)

昭
和
一
七
年

一

「
国語
研
究」
(
八
雲
書
林)

回

大
東
亜
共
栄
圏
と
国
語
の

問
題
(
イ
タ
リ
ヤ)
〔
言
霊
を
め
ぐ

りて
に
収
録〕

語
源
論
の
方法
(
文
学
一
O
ノ
一
O)

文法
の
も
ひ
と
つ
南米(
遠つ
び
と)
〔
言
宗
を
め
く
り
て
に
収

録〕大
東
亜
新
秩
序の
建
設
と
新
国
語
学
(日
本
諸
学
研
究
報
告)

〔
言
霊
を
め
ぐ
り
て
に
収
録〕

。
月月月

。
月)'J 

八

年

月

国
語
史
の
立

場
か
ら
(
歌
道
新
年
号)
〔ι一一
早川
を
め
ぐ
り
て
に

収録〕

月

方
言
と
原
始
日

本
語
(
国
語
と
国
文
学
二
O
ノ
四)
〔z=口
霊
を

め
ぐり
て
に
収
録〕

月

「
明
解
国
認
辞
典」
(
編)
(
三
省
堂)

月

「
防
相
和ユ

ー
カ
ラ
概
説」
(
行
磁
社)

月

「
制
国
語
研
究
」
(
八
雲
舎
林)

「
ア
イ
ヌ
髭
話
集」
(
荒
木
凹
家
寿
氏
と
共
著)
(
第
一
芸
文
社)

「
ア
イ
ヌ
の
神
典
E|アイヌ
ラy
クル
の
伝説
ll」

(
八
洲
書
房)

昭
和
一
九
年

六
月

「
言
霊
を
め
ぐ
りて」
(
八
洲
害
時)

昭一 和凹六五九
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昭
和
二
三
年

三

「
国
語
の
変
遺」
(
文
化
選
苔)
(
東
光
協
会)

四

「
り
く
んべ
つ
の
翁」
(知
虫
其
志
保
氏と
共
編)
(彩
考
書
院)

同什
囚
考
(日
本
歴
史
四
号)

「
中
等
文
法
文
語」
(
佐
伯
梅
友
氏・
竹
回
復
氏と
共
著)
(三

省
堂)

「
中
等
文
法
口
語」
(佐
伯
機
友
氏・
竹
回
復
氏と
共
著)
(
三

一
O

月

一一
月

昭
和
二

五一、、一，，，t‘、一
O

月

一
二
月

昭
刊
二

ム
ノ、J\ 

月月月

地
名
語
原
説
(
国
語
学
論
集)

「
約一判
前
虎
杖
丸の
曲」
(
青
磁
社)

年食
す
の
考
(
短
歌
研
究
三
ノ
ご

「
結
石
川
啄
木」
(角
川
書出)

「
啄
木
歌
抄」
(青
磁
文
陀)
(苛
磁
社)

新
日
本
の
国
語
の
た
め
に
1l

国語改良論の
諸問題につい
て
ll

(
文
部
時
報
第
八
三一
円ヴ)〔
新
日
本
の
国
語
の
た
め
に
に
収
録〕

チ
ェ
ン
パ
レ
ン
と
日
本
言
語
学
(
あ
ん
と
ろ
ぽ
す一
/一一)

歌
と
敬
語
(
沃
野
五
号)

国
語
改
革
と
新
し
き
短
歌
の
問
題
(
短
歌
研
究
三
の
ノ一
O)

月月
二
年新

日
本
の
国
語
の
た
め
に
1
l

E改良論の
諸問題につ
いて
-|

統一悦
(
文
部
時
報
第
八
三
七
号)

「
続
石
川
啄
木」
(
角
川
書
庖)

日
本
語
の
発
祥
(
新
日
本
歴
史
第一
巻)

新
仮
名
造
是
非
(
明
日
評
論
二
/
一
O)
〔
新
日
本
の
国
語
の

た
め
に
に
収
録〕

月
。

月月月月

省
堂)

「
新
日
本
の
国
語
の
た
め
に」
(
朝
日
新
聞
社)

「
国
語
の
進
路」
(
京
都
印
舎
館)

日
本
語の
特
質
(
社
会
学
大
系
第
九
巻川中
忽
と
言
語)

昭
和
二
凶
年

一

月

鉄
幹
先
生
(
白
路一
月
号)

六

月

「
国
語
学
入
門」
(
吉
川
弘
文
館)

標
準
語
私
見
(
言
語
研
究
第
十
三
号)

詩
に
つ
い
て
(
若
木
文
学
第
二
号)

九
月

妻
争
ひ
(
万
葉
秀
玉
集)

一
二

月

「
国
語
の
変
選」
(
ラ
ジ
オ
新
書)
(
日
本
放
送
出
版
協
会)

昭
和
二
五
年

二
月

「
中
等
国
語」
一
上・
二
上・
三
上
(
三
行
堂

)

四
月

桐
丸
太
の
心
張
棒
(
教
育
手
帳一
ノ一
三

六

月

因
縁
の
カ
ラ
フ
ト

島
(
文
芸
春
秋
二
八
/
七)

七

月

「
中
等
国
語」

一
下・
二
下・
三
下
(
三
行
堂)

「
心の
小
径」(角
川
容
庖)

八

月

匹
婦
の号一口
(
文
芸
春
秋
二
八
ノ
一
O)

一一一
月

平
泉
の
ミ
イ
ラ
(日
本
歴
史
三一
号)

昭
和
二
六
年

一

月

新
か
な
づ
か
い
法
の
学
的
根
拠
(
国
文
学
研
究
第
二
十
六
号)

(
創
元
文
庫
国
語
の
変
遷
に
収
録)

「
石
川
啄
木」
(
角
川
書
庖)

ア
イ
ヌ
語
ノ
l
ト

(
雑
文
ク
ラ
プ
三
ノ一 、
三 、
五)

「一
高
等
国
語」

一
上
t
三
下
(
三
省
堂)
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月月月月



敬
語
法
上の一
つ
の
問
題
ll目的格への敬称について
||(日

本

文
学
論
究
第七
冊)

一
O
月

え
み
し
(
蝦
夷)
の
国
(
国
学
院
雑
誌五
二
ノ
二

一
一
月

国
語の
常
識
と
文
法
的
知
識
を
(
笑
践
国
語
一二
/一
三
八)

一
二
月

「
中
等
国
語」
(改
訂
版)
一
上・
二
上・
三
上
(三
省
堂)

昭
和
二
七
年

二
月

方
言と
私
(
言
語生
活
五)

三
月

「
現
代
か
な
づ
かい
の
窓
義」
(
国
語
シ
リー
ズ
8)
(文
部
省)

四
月

「
明
解
国
語
辞
典
改
訂
版」
(
監
修)
(三
省
堂)

五
月

「
辞
海」
(編
纂)
(三
省
堂)

「
北の
人」
(角
川
文
庫)
(角
川
書庖)

六
月

「
国
語の
変
遷」
(
創
元
文
庫)
(創
元
社)

「
中
等
国
語」
(
改
訂
版)
一
下・
二
下・
三
下
(三
省堂)

一
O
月

上
代
動
詞
敬
語
考
(
古
典の
新研
究)

一
二
月

「
高
等
国
語」
(
改
訂
版)
一
上
i三

下
(三
省
堂)

昭
和
二
八
年

四
月

現
代
仮
名
遣
論
l|小泉信三先生Kたてまつる
ll

(
中
央
公
論)

「
明
解
古語
辞
典」
(
監
修)
(三
省
堂)

五
月

「
古
稀
記
念
言
語
民
俗
論
叢」
(金
問
一
博
士
古
稀
記
念
会編)

(三
省
堂)

九
月

「
国
語
学
入
門」
(
改
訂
版)
(
古川
弘
文
館)

一
一
月

「
行
雲
流
水 、
片
言
隻
語」
(
現
代
日
本
随
筆
選7)
(
筑
障
害

房)

昭
和
二
九
年

三

「
標
準
小
学
国
語
辞
典」
(
監
修)
(
学
習
研
究
社 、
そ
の
後
数

金 田一博士略年譜および主要論著年表

月月

昭
和
三
O
年

一

「
江
戸
時
代ア
イ
ヌ
語の
研
究
書」
(
学
燈
社)

二

「
和
英
併
用
当
用
国
語
辞
典」
(監
修)
(三
世
社)

三

「
中
等
国
語」
(三
訂
版)
一上・
二
上・
三
上
(三
省
堂)

五

「
言
語
学五
十
年」
(宝
文館)

六

「
中
等
国
語」
(三
訂
版)
一
下・
二
下・
三
下
(三
省
堂)

国
語
学
者
土
岐
善
麿
博
士
(短
歌
研
究)

真理
の
勝
利
(記
念
講
演)
(河O云〉NH
ω何回ハ〉『
所収)

啄
木と
ア
イ
ヌ
の
盲
詩
人
||六十年の忘れ得ぬ人々
||

(文
芸

春秋)
現
代
か
な
づ
かい
の
本
則につ
い
て
(教
育
技
術)

永
遠に
変
遷
す
るコ
トパ
||創刊に寄せる
|l

(こ
と
ば)

コ高
等
国
語」
(三
訂
版)
一
上
1三

下
(三
省堂)

私の
仕
事
(世
界)

年姻
崎
一筏
現
代
か
な
づ
かい
の
検
討
(座
談
会 、
望
月
栄
一・
時

枝
誠
記・
岩
淵
悦
太
郎の
各
氏と)
(教
育
技
術)

「
言
語
研
究の

五
十
年」
(
大
月
舎
庖)
〔
講
座
日
本
語に
収
録〕

表
音
的
仮
名
遣
は
仮
名
遣に
あ
ら
ず
(国
語
研
究)

八 五九 七一
O
月

一
一
月

一
二
月

昭
和五二

月 月

回
改
訂
あ
り)

総理
大
臣
だっ
た
ら
私
な
らこ
う
す
る
(
言
語
生
活
三
O)

方
言
と
標
準
語
(国
語
研
究)

国
語
審
議
会は
何
を
し
た
か
(言
語生
活
三
二)

「
辞
海」
(
縮
刷
版)
(編
纂)
(三
省堂)

本
州
蝦
夷の
言
語
(国
学
院
雑
誌五
五
ノ
ニ

月 月 月月月月 月月月 月
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福
田
恒
存
氏
の
か
な
づ
かい
論
を
笑
う
(
中
央
公
論)

高
橋
義
孝
氏へ
の
お
答え
(
中
央
公
論)

「ア
イ
ヌ
か
ら
来
た
言
葉」
(日
本
放
送
協
会)

万
葉
集の
歌
と
ア
イ
ヌ
の
歌
謡
(
解
釈と
鑑
賞)

「
高
等
古
文」
一
・

二・一二
(
三
省
堂)

「
中
等
国
語」
(
四
訂
版)
一
上・
二
上・
三
上
(三
省
堂)

昭
和
三
二
年

六
月

「
中
等
国
語」
(
四
訂
版)
一
下・
ニ
下・
三
下
(三
省
主)

一
O
月

敬
語
法
と
教
育
(
文
化
と
教
育)

昭
和
三
三
年

一
O
月

「
学
習
国
語
新
辞
典」
(
小
学
館)

一
一
月

ア
イ
ヌ
文
学
に
つ
い
て
(
学
苑)

昭
和
三
四
年

三
月

「
高
等
国
語」
(
凶
訂
版)
一
上
i三
下
(三
省
堂)

六
月

「日
本の
敬
語」
(
角
川
書
庖)

一
一
月

「
新
選
国
語
辞
典」
(
佐
伯
梅
友
氏と
共
編)
(小
学
館)

一
二
月

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第一
巻
小
伝」
(金
成
まつ
策

録 、
京
助
訳
注)
(三
省
堂)

昭
和
三
五
年

一

月

古
典
に
お
け
る
敬
語
意
識の
発
生
(
国
文
学)

二
月

「
中
等
国
語」
(
五
訂
版)
一
上
i三

三
(
三
行
叩)

四
月

「
新
『
送
りが
な』
を
支
持」
(く
ろ
し
お
出
版)

五

「
金
回一
京
助
選
集I
ア
イ
ヌ
語
研
究」
(金
回一
京
助
博
士

喜
寿
記
念
編
修
委
員
会一
樹)
(
三
省
堂)

「三
省
堂
国
語
辞
典」
(三
省
堂)

七
月

九
月

一
O
月

一
一
月月 月

蝦
夷
名
義
4Ad
--カイ説の根拠について
|l(

国
学
院
雑
誌)

昭
和
三
六
年

二

「
乙
く
ど」

一
上・一
中・
二
上
(
三
省
堂)

「
国
語」
三
上・
四
上・
五
上・
六
上
(三
省
堂)

「
金
田
二京
助
祭
E

ア
イ
ヌ
文
化
志」
(
金
問
一
京
助
博
士
喜

寿
記
念
編
修
委
員
会
編)
(
三
省
堂)

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第二
巻
大
伝」
(
金
成7
ツ
筆

録 、
京
助
訳
注)

国
語
審
議
会を
憂
う
(
賛
成
派)
(
解
釈と
鑑
賞)

「
ζ
く
ど」
一
下・
二
下
(
三
省
堂)

「
国
語」
三
下・
四
下・
五
下・
六
下
(三
省
堂)

漢
字
音
発
達
史
の
総
合
的
研
究の
た
め
の
基
礎
資
料の
蒐
集な

ら
び
に
整
理
(
研
究
報
告
集
録)

昭
和
三
七
年

六

「
蹄
国
語
辞
典」
(
改
訂
版)
(
佐
伯
梅
友
氏・
大
石
初
太
郎
氏

と北〈
編)
(小
学
館)

「
金
田一
京
助
選
集
E

図
語
学
論
考」
(金
回
一
京
助
博
士
喜

寿
記
念
編
修
委
員
会
編)
(三
省
堂)

「日
本
百
科
大
事
典」
(小
学
館)

「
明
解
古語
辞
典」
(新
版)
(
春
彦と
監
修)
(三
省
堂)

漢
字立日
発
達
史の
総
合
的
研
究の
た
め
の
基
礎
資
料の
蒐
集な

ら
び
に
整
理
(
研
究
報
告
集
録)

「
新
用
字
用
語
辞
典
」
(
監
修、

松
尾
拾
氏・
天
沼
曲目'
氏
一秘)
(
集

英
社)

コ
レ
カ
ラ
ノ
ニ
ッ
ポ
ン
ゴ
(
カ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ)

四五七 六
0 
月

;\. 
0 
月月月

24 

月月月月月月月



昭
和
三
八
年

一

月

宮
地
幸一
博
士の
伶
業
「
お
は
す
活
用
考」
(
国
学
院
雑
誌)

二
月

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第三
巻
小
和人・
神
造
頭・

神
造
胴」
(
金
成
まつ
筆
録 、
京
助
訳
注)
(三
省
堂)

「
現
代
国
語」
一
(三
省
笠)

「
古
文」
(三
省
堂)

「
古
典」
(三
行
堂)

「
漢
文」
(三
省
立)

「
国
語
史
系
統
篇」
(
再
版)
(万
江
書
院)

「
噺
相
国
謡
音
韻
論」
(刀
江
書
院)

注
目
すべ
き
新
説
「
日
本
語の
歴
史」
第一
冊
を
読
む(芸
能)

一\一ノ九
月

一
O
月

昭
和
三
九
年

三
月

「
現
代
国
語」
二
(三
省
堂)

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第
四
巻

筆
録 、
京
助
訳
注)
(三
省
堂)

六
月

漢
字
教
育の
行
き
す
ぎ
(総
合
教
育
技
術)

一
二
月

「
金
問一
京
助
随
筆
選
集
1

心の
小
道
を
め
ぐっ
て

い
出の
人々

3
お
り
お
り
の
記」
(三
省
堂)

昭
和
四
O
年

三

「
新
編
古
典
文
学
歌謡・
和
歌・
日
記・
紀
行・
随
筆・
物

語・
説
話」
(三
省
堂)

コ両
等
漢
文」
(三
省
堂)

コ品等
古
文」
(三
省
堂)

「
現
代
国
語」
(三
省
堂)

「ユ
ー

カ
ラ」
を
編
みつ
つ
(
国
語
教
育)

金国一博士略年譜および主要論著年表

四
月月

朱
の
輪」
(
金
成
まつ

2
岡山

月月

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第五
巻

まつ
筆
録 、
京
助
訳
注)
(三
省
堂)

「
例
解
学習
国
語
辞
典」
(小
学
館)

「
世
界
原
色
百
科
事
典」
(小
学
館)

ほ
ん
かな
の
文
化
的
意
義
現
下の
国
語
問
題
(
毎
日
新
聞)

一
年「

中
等
国
語」
(新
訂
版)
一
上
i三

下
(三
省
堂)

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第
六
巻
余
市
姫」
(
金
成
まつ

怨
録 、
京
助
訳
注)

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第
七
巻
耳
輪の
曲・
悪
伯
父

物
語」
(
金
成
まつ
鐙
録 、
京
助
訳
注)

昭
和
田
二
年

三

「
新
選
国
語
辞
典」
(
卓
上
新
版)
(小
学
館)

「
新
編
古
典乙
I

漢
文」
(三
省
堂)

「
新
編
古
典
甲」
(三
省
堂)

「
新
編
古
典乙
I

古
文」
上・
下
(三
省
堂)

「
新
編
現
代
国
語」
一
・一一

(三
行
堂)

「
現
代
実
用
辞
典」
(
講
談
社)

昭
和
四
三
年

一

「ア
イ
ヌ
叙
事
詩ユ
ー

カ
ラ
集
第
八
巻

や
か
し」
(
京
助
笠
録 、
訳
注)

「
新
編
古
典乙
E
漢
文」
(三
省
堂)

「
新
編
古
典乙
E
古
文」
(三
省
堂)

「
新
編
現
代
国
語」
三
(三
省
堂)

わ
が
道
|言語学
111
15

(
朝
日
新
聞
夕
刊)

五
0 
月

昭
和
四

五
月月

四
月

一
シ
マ
ク
姫」
(
金
成

月月月月

蔵
丸の
曲・
詞
の
あ

月

25 

月



九
月

「
私の
歩い
て
来
た
道」
(
現
代
新
書)
(
講
談
社)

昭
和
四
四
年

一

月

「
中
学
校
現
代の
国
語」
(新
版)
一
上
l三

下
(三
行
堂)

四
月

「
上
代
仮
名
遣い
辞
典」
(監
修)
(小
学
館)

一
一
月

「
明
解
国
語
表記
辞
典」
(監
修 、
武
部
良
明
氏
編)
(三
省
堂)

昭
和
四
五
年

三
月

「
新
編
古
文」
(改
訂
版)
上・
下
(三
符
作品)

「
新一総
古
典」
(改
訂
版)
(三
省
堂)

「
新
編
現
代
国
一諾」
(改
訂
版)
一
(三
省
堂)

六
月

「
啄
木
日
記」
(久
保
田
正
文
と
共
編)
(角
川
書
庖)

昭
和
四
六
年

三

「
新
編
現
代
国
語」
(改
訂
版)
二
(
三
省
堂)

「
新
編
古
文
古
典
乙
E」
(
改
訂
版)
(三
省
堂)

「
新
編
漢
文
古
典乙
E」
(改
訂
版)
(三
省
堂)

「
金
田一
博
士
米
寿
記
念
論
集」(
同
編
集
委
員
会
編)(三
省
党)

||
東
京
外
国
語
大
学
教
綬
ll

一
O
月

26 

月


